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ウシラクトフェリン測定用試薬 
ウシラクトフェリン ラテックステスト 

                               
この添付文書をよく読んでから使用してください。 
 
【開発の経緯】 
ラクトフェリンの体内分布は乳汁、涙、精液、頸管粘膜、鼻汁、好中球などに分布

（１）（２）（３）
します。また、ヒト初乳には高濃度（５～７ｍｇ/ｍＬ）含ま

れ、新生児の生態防御に関与しているとされています
（２）
。さらにマウスに対して、ウシ由来のラクトフェリンを配合した錠菓を摂取させると、小腸上皮から

インターロイキン 18 のｍＲＮＡが誘導され、細胞性免疫が高まる
（４）
ことやＣ型慢性肝炎患者にウシ由来ラクトフェリンを経口投与すると、ヘルパーＴ細胞

の活性化をきたすことなども報告
（５）
されています。このように、ラクトフェリンの機能は生態防御との関連性が唱えられているが、その全容はいまだ解明さ

れていません。また、一部の乳製品でウシラクトフェリンを配合強化した製品が販売されており、これらの製品中に含まれるウシラクトフェリンの濃度測定も

行われています。ラクトフェリンの測定は現在ＥＬＩＳＡ法が主に用いられていますが、精度や測定に長時間を要するなど、実用性上の問題があります。
（６）
。 

本測定試薬は、ラテックス凝集反応を原理とし、光学的に検体中のウシラクトフェリンを定量的に測定する試薬です。 
 
【特  徴】 
１．検体中のウシラクトフェリンを直接測定することができ、簡便な方法です。 
２．試薬の調製が不要です。 
３．特異性が高く、正確性、精度も良好です。 
 
【本質（キットの構成）】                 

構成試薬 

 ①ラテックス試薬 

   抗ウシラクトフェリン抗体（ウサギ）感作ラテックス 

                 １回測定分 ０．０２～０．１５ｍＬ 

 ②希釈安定化液 

   ウシ血清アルブミン他 

 

【効能・効果（使用目的）】                 

検体中のウシラクトフェリン測定 
 
【測定方法（測定原理）】                 
検体にラテックス試薬が作用すると、ラテックス凝集反応（抗原抗体反応）

により濁りが生じ、濁りは時間とともに変化します。この濁度変化は検体中

のウシラクトフェリン濃度に比例することから、濁度変化を光学的に測定す

ることにより、検体中のウシラクトフェリン濃度を定量する試薬です。 

 

【用法・用量（操作法）】                 

１．試薬の調製 

 （１）ラテックス試薬：よく振とうし、そのまま使用して下さい。 

 （２）希釈安定化液：そのまま使用して下さい。 

２．検量線の作成方法（操作方法は機種により異なります） 

  各濃度の標準液（１５μＬ）及び希釈安定化液（２００μＬ）をそれぞ

れセルに分注後、ラテックス試薬（３０μL）を加え、波長８００ｎｍ

における濁度変化を測定し、濃度と濁度変化の関係より検量線を作成し

ます。 

３．測定方法（操作方法は機種により異なります） 

  検体（１５μＬ）、希釈安定化液（２００μＬ）をセルに分注後、ラテ

ックス試薬（３０μＬ）を加え、波長８００ｎｍにおける濁度変化を測

定し、検量線より検体中のウシラクトフェリン濃度を算出します。 

 

【操作上の留意事項】                   

１．異なるロット番号の試薬を混合して使用しないで下さい。 

２．試薬ロットが変更された場合は、新たに検量線を作成して下さい。 

３．ゴミ、洗剤等の異物が試薬及びセルに混入しないように留意して下さい 

４．測定範囲を超えた場合は、検体をウシラクトフェリン希釈液で希釈した

後、再測定して下さい。 

５．非常に高値の検体については、プロゾーンによって低値を示すことがあ

るので注意して下さい。 

６. イムノアッセイでは、非特異反応物質が存在した場合、得られた結果に

対して、非特異反応を完全に否定することが出来ない場合があります。 

 

【性  能】                 

１．感度 

 ５０ｎｇ／ｍＬの標準液を測定する時、４０～６０ｎｇ／ｍＬを示します。 

２．特異性 

 既知濃度の標準液を測定する時、表示濃度の±１５％以内を示します。 

３．再現性 

 同一検体を３回同時に測定する時、Ｃ．Ｖ．値は１０％以下です。 

４．測定範囲 

 ５０ｎｇ／ｍＬ～１，６００ｎｇ／ｍＬの検体中のウシラクトフェリン測

定が可能です。 

 

 

【使用上又は取扱上の注意】 

１．添付文書に記載された使用方法に従って使用して下さい。 

２．試薬は必ず貯法に従って保存し、凍結させるなど指定の条件以外で保存

したものや、使用期限が過ぎたものは使用しないで下さい。 

３．本品には、防腐剤として微量のアジ化ナトリウムを含有しています。ア

ジ化ナトリウムは、鉛管，鋼管、と反応して爆発性の金属アジドを生成

することがあるので、廃棄する場合は、多量の水と共に流して下さい。 

４. ヒト検体はＨＢＶ、ＨＣＶ及びＨＩＶ等による感染の危険性があるもの

として、取扱いには手袋を着用するなど、感染には十分注意し、検体を

使用した器具等は、０．１％次亜塩素酸等の液に浸漬して下さい。 

５．使用後の容器は焼却処理するか、廃棄する場合には廃棄物に関する規定

に従って、医療廃棄物又は産業廃棄物等に区別して処理すること。 

６. 本品の容器、付属品等は他の目的に使用しないで下さい。 

７. 本品は微量のアジ化ナトリウムを含有しているため、皮膚等につけない

よう注意して下さい。また、誤って皮膚等についた場合は大量の水で洗

い流して下さい。 

 

【貯法及び有効期間】 

１．貯  法  凍結を避け、２～１０℃で保存して下さい。 

２．有効期間  製造日から１２ヶ月（使用期限は個装箱に表示） 

 

 

【包装】                 

ウシラクトフェリン ラテックステスト 

   ①ラテックス試薬          ３ｍＬ×１バイアル 

   ②希釈安定化液           ２０ｍＬ×１バイアル 
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